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富山ブロック総合評価審査委員会（第２回）の開催について 

 

令和元年度 北陸地方整備局富山ブロック総合評価審査委員会（第２回）を下記の

とおり開催します。 

 

当委員会は、北陸地方整備局富山ブロック（５事務所で構成）で価格と品質（企

業の技術力）などを総合的に評価して落札者を決定する総合評価落札方式等により

発注する工事及び業務等について、入札参加者の技術提案等に対し、中立かつ公正

な評価が確保されることを目的に開催するものです。 

 

今回の委員会は、各事務所発注の工事及び業務等について評価項目、評価方法及

び評価結果等の妥当性を審議し、提言を受けるものです。 

（１）令和元年度の上半期契約工事・業務の発注状況等について 

（２）個別案件の審議（令和上半期契約工事） 

 

記 

●日時・場所 

日 時：令和２年２月４日（火）１５：００～１７：１５ 

場 所：富山河川国道事務所 ３階会議室 

富山市奥田新町２番１号 

●その他 

・取材は会議冒頭の挨拶までとさせていただきます。 

・委員会の設立経緯等は別紙のとおりです。 

・委員会の審議結果については、委員会終了後に事務局で対応しますので、下記

までお問い合わせ下さい。 

問い合わせ先 

（委員会事務局） 富山河川国道事務所 

〒930-8537 富山市奥田新町２番１号   

Tel：076-443-4701(代表) http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama 

工事品質管理官  谷口 和哉（内線 302） 

品質確保課長   高畠 勝志 (内線 271) 



【別 紙】 

 

 

設立経緯 

 

 

北陸地方整備局富山ブロック総合評価審査委員会は、北陸地方整備局富山河川国道事

務所、黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、神通川水系砂防事務所

において、価格と品質（企業の技術力）などを総合的に評価して落札者を決定する総合

評価落札方式等により発注する工事及び業務等について、入札参加者の技術提案等に対

し、中立かつ公正な評価が確保されることを目的に平成１８年７月５日に設立されまし

た。 

 

 

富山ブロック総合評価審査委員会 委員 

 

委員長   伊藤 始  （富山県立大学 教授） 

 

委 員   内田 慎哉 （富山県立大学 准教授） 

委 員   大藤 茂  （富山大学大学院 教授） 

委 員   新保 泰輝 （石川工業高等専門学校 准教授） 

委 員   手計 太一 （富山県立大学 准教授） 

委 員   畠 俊郎  （富山県立大学 教授） 

委 員   波多 宣子 （富山大学大学院 准教授） 

委 員   原 隆史  （富山大学大学院 教授） 

委 員   古谷 元  （富山県立大学 准教授） 

 

（敬称略） 

（委員は五十音順） 

 

 

参考 

前回委員会（令和元年度下半期契約分対象）は、令和元年７月３０日（火）に開催し、

「妥当」との評価をいただきました。 


